　□□□□農園　特定農地貸付規程（兼誓約書）
（目的）
第１条　この規程は、農業者以外の者が野菜や花等を栽培して、自然にふれ合うとともに、農業に対する理解を深めること等を目的に　○○　○○　（以下「貸付者」という。）が行う特定農地について、農地の貸付け（以下「貸付け」という。）の実施及び貸付けを行う農地（以下「貸付農地」という。）の運営に関し必要な事項を定める。
（貸付主体）
第２条　本貸付けは、貸付者が実施するものとする。
（貸付対象農地）
第３条　貸付けに係る農地（以下「貸付農地」という。）の所在、地番・面積及び貸付者が貸付農地について有している権利の種類及び貸し付ける区画は、別表のとおりとする。
２　貸し付ける区画は、１区画約　　平方メートル（約　　坪）、区画数を　　とする。
（貸付条件）
第４条　貸付の条件は、次のとおりとする。
（１）　貸付期間は　月　日から　年間とする。ただし、貸付者又は貸付を受ける者（以下「借受者」という。）から貸付契約の解約を申し出ない限り５年を超えない範囲で貸付期間を自動更新することができるものとする。また、６年目以降については毎年貸付者及び借受者が貸付契約について協議を行い、合意に達した場合は貸付期間を更新することができるものとする。
（２）　貸付けに係る賃料（以下「賃料」という。）は１区画につき年　　　円とする。
（３）　借受者は契約時に保証金    万円を貸付者に預けるものとする。なお、借受者が第１０条の規定に基づき貸付農地を原状に復し、返還する際に、貸付者は原状回復を確認した場合は保証金のうち     円を借受者に返金する。
（４）　借受者は、毎年　　月　　日までに賃料を貸付者に支払うものとする。
（５）　貸付け区画は、原則１人につき１区画とするが、１人に複数区画を貸付ける場合は、合計の貸付面積は１０００㎡を超えないものとする。
２　貸付農地において次に掲げる行為を禁止する。
（１）　他の借受者の日陰となるようなもの並びに建築物及び工作物を設置すること。
（２）　営利を目的として作物を栽培すること。
（３）　貸付農地を転貸すること。
（４）　野菜や花等栽培の目的以外の用途に使用すること。
（５）　たき火等をすること。
（６）　無断で私物を放置すること。
（７）　自動車やバイク、自転車等の路上駐車。
（８）　長期の耕作放棄や雑草等の処理を怠ること。
（９）　その他近隣の住民等や他の借受者に迷惑を及ぼすこと。
（募集の方法及び期間）
第５条　貸付けを受けようとする者の募集は、看板及びインターネットによる一般公募により、先着順で予約を受け付けるものとする。
２　貸付者は前項の一般公募に際して、貸付条件、募集期間、その他貸付けに係る必要事項を公示するものとする。
３　貸付者は区画に空きが生じた場合は、第１項の規定に基づき貸付けの募集を行うものとする。ただし、第９条第１号の規定により解約を行う借受者が、自ら耕作していた区画を他の貸付けを受けようとする者に引継ぐ場合はこの限りではない。
４　全ての区画が貸し付けられているときは、貸付者は解約待ちを先着順に受け付けるものとする。
（申込みの方法）
第６条　貸付けを受けようとする者は、貸付者へ本貸付規程を遵守する旨の誓約書を提出しなければならない。
２　貸付者は前項の誓約書を提出した者に対し貸付農地の使用を承認するもとする。
３　特定農地の貸付契約は第１項の誓約書の提出及び賃料を納付したときに成立したものとする。
（選考の方法）
第７条　貸付者は、第６条の規定に基づき申込をした者の中から借受者を決定するものとする。
２　申込をした者の数が募集をした数を上回る場合は、抽選により借受者を決定するものとする。
３　貸付者は、前２項により借受者を決定した場合は、その旨を当該者に通知するものとする。
（貸付農地の管理運営）
第８条　貸付者は、貸付農地及び施設の適切な維持・管理及び運営を図るため管理人を設置する。
２　管理人は、次の業務を行う。
（１）　貸付農地及び施設の見回り並びに借受者に対する必要な指示。
（貸付契約の解約等）
第９条　貸付者は次の各号のいずれかに該当するときは、契約を解約することができる。
（１）　貸付者又は借受者が貸付契約の解約を申し出たとき。ただし、当該申し出は、貸付契約の解約をしようとする２カ月前に行わなければならない。
（２）　第４条第２項に掲げる行為をしたとき。
（３）　貸付農地を正当な理由なく耕作しないとき。
（４）　借受者が賃料を滞納したとき。
（５）　貸付者が死亡したとき。
（貸付農地の返還）
第１０条　借受者は、第４条第１項第１号の貸付期間が終了したとき又は、第９条の規定による解約をしたときは、すみやかに貸付農地を原状に復し、返還しなければならない。
（賃料の不還付）
第１１条　既に納めた年間賃料は、年途中の解約があっても還付しない。ただし、次に掲げる事由に該当する場合は、その一部又は全部を還付することができる。
（１）　借受者の責任でない理由で貸付けができなくなったとき。
（２）　貸付者が相当な理由があると認めたとき。
（損害賠償）
第１２条　貸付者は、第４条第１項第１号の貸付期間の満了、第９条の規定による貸付契約の解約又は、自然災害、病害虫及び盗難その他の原因によって発生した借受者の農作物及び器材等の損害に対して、その責任を負わないものとする。
２　借受者は、借受者の責に帰すべき理由により、農園の施設等をき損し、撤去したときは、その損害を賠償するものとする。
（その他）
第１３条 本規程に定めのない事項については、貸付者と借受者は誠意をもって協議し、解決に努めるものとする。
（附則）
この規程は、「特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律」（平成元年法律第５８号）第３条第３項の規定による農業委員会の承認のあった日から施行する。
貸付者　連絡先　羽曳野市☆☆☆丁目□□□　　　○○　○○　
管理者　連絡先　羽曳野市☆☆☆丁目□□□　　　●●　●●　tel:072~
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	氏名

	例
1～10
	羽曳野市
〇〇
	〇〇番
	600
	賃借権
	〇市〇番
	〇〇


（誓約欄）
以上の事項を全て遵守することを誓約します。
借受者　住　所　
　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　自宅電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯番号
令和　　　年　　　月　　　日
4

